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人　口／／ 3,530 人
　男　／／ 1,634 人
　女　／／ 1,896 人
世帯数／／ 1,７88 戸

平成25年6月30日現在

奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/
NO.289NO.289NO.289

　 奈半利町長杯ソフトボール大会開催
　 町のニュース
　 議会だより　Ｖｏｌ.132
　 ヘルスメイト
　 中学校だより ほか　



　今回はJA、東町、トぺ・スイシーダ、田野いしん君、
SUPER奈半利町体育会、スーパーポストマン、㈱ダイネ
ツ、高知銀行、奈半利町役場の９チームによるトーナメン
ト戦で争われ、初参加のチームも、毎年参加されている
チームも皆楽しく汗を流しました。
　梅雨の影響で天候が心配されていましたが、前日まで
の雨がうそのように試合当日は快晴に恵まれ、みなさん
の熱いプレーと応援が印象的でした。
　また当日の準備、片付けにはスポーツ推進委員や、体育
会野球部をはじめ、たくさんの参加チームの方々のご協
力をいただき、スムーズに行うことができました。ありが
とうございました。

　６月１6日（日）、奈半利緑地公園にて、奈半利町長杯ソフトボール大会が開催されました。

☆優　勝　SUPER奈半利町体育会
☆準優勝　東町
☆３　位　田野いしん君

大会結果は次のとおりです。

奈半利町長杯
ソフトボール大会開催
奈半利町長杯
ソフトボール大会開催
奈半利町長杯
ソフトボール大会開催sun
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

商
工
会
青
年
部 

　

全
国
統一事
業「〝
絆
〞感
謝
運
動
」に
よ
る

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
の
寄
贈

人
権
の
花
運
動
の
ご
紹
介

　

奈
半
利
町
で
は
高
知
県
の
委
託
を
受
け
、
人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
人
権
の
花
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
町
内
の
小
学
生
が

花
を
植
え
大
切
に
育
て
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
友
達
に
対
す
る
思
い
や

り
や
優
し
い
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
ま
た
、

育
て
た
花
を
駅
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
駅
を
利
用
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
人
々
に
人
権
に
対
す
る
理
解
を
呼
び
か
け
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
120
株
の
花
の
苗
を
奈

半
利
小
学
校
、
加
領
郷
小
学
校
の

児
童
に
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。

育
て
ら
れ
た
花
は
、
７
月
１
日
の

ご
め
ん
な
は
り
線
開
通
記
念
日
に

合
わ
せ
て
、
な
は
り
駅
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
各
地
で
発
生
し
た

災
害
に
お
け
る
復
興
支
援
活
動
等
で
も
改
め
て

確
認
さ
れ
た
商
工
会
青
年
部
及
び
地
域
に
お
け

る「
絆
」に
つ
い
て
確
認
・
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
等
を
目
的

と
し
た「〝
絆
〞感
謝
運
動
」と
し
て
、
平
成
25
年

６
月
27
日
に
中
芸
地
区
商
工
会
青
年
部
よ
り

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
主
な
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

▼
就
職
相
談

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
仕
事
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
員
）

が
就
職
の
た
め
の
相
談
、
対
応
を
し
ま
す
。

▼
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
指
導

▼
面
接
指
導

　

事
前
に
や
っ
て
お
く
と
便
利
な
模
擬
面

接
で
す
。

▼
職
業
適
性
検
査

　

所
要
時
間
10
分
程
度
の
適
性
診
断
で

す
。

▼
職
業
訓
練
情
報
の
提
供

　

県
の
職
業
訓
練
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
し
ご
と
体
験
講
習

　

短
期
間
の
就
労
体
験
で
早
期
就
職
を
応

援
。

▼
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　

専
門
講
師
に
よ
る
就
活
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
す
。

　

※
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
は
全
て
無
料
で
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
運
営
時
間

　

午
前
１０
時
〜
午
後
７
時

　

※（
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

■
設
置
者
／
高
知
県

■
運
営
者
／
高
知
県
経
営
者
協
会

　

若
者（
40
歳
未
満
）の
就
職
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」

お問い合わせ

高知県就職支援相談センター「ジョブカフェこうち」
☎ 088－802－2025　　 FAX 088ー 823ー7005
 info@jobcafe-kochi.jp

URL:http://jobcafe-kochi.jp/

滑　なはり広報　No.2893
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小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ケ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ケ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ケ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ケ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ケ

岡農業体験
ン ト

　

平
成
２５
年
度
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

米
ケ
岡
で
の
農
業
体
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
も
、
幼
稚
園
と
小
学
校
２
年
生
が
お
芋
の
農

業
体
験
、
小
学
校
５
年
生
と
中
学
校
１
年
生
が

稲
作
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
米
ケ
岡
農
業
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
直
接
土
に
触
れ
て
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
、

汗
を
流
し
て
、
野
菜
や
お
米
を
自
分
た
ち
で
作

り
、
収
穫
し
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
口
に
入
る

ま
で
の
苦
労
を
し
て
も
ら
い
、
収
穫
時
、
食
べ
る

時
の
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

苦
労
の
中
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、「
農
業
っ
て

楽
し
い
な
」
と
子
ど
も
た
ち
が
言
え
る
米
ケ
岡

の
農
業
体
験
で
す
。

　

５
月
３０
日
（
木
）
に
中
学
校
１
年
生
、
６
月
４

日
（
火
）
に
小
学
校
５
年
生
が
田
植
え
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

全
員
が
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
一
生
懸
命
、

手
植
え
作
業
で
最
後
ま
で
み
ん
な
で
協
力
し
て
小

学
校
・
中
学
校
と
も
自
分
た
ち
の
手
で
植
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
教
育
委
員
会
の
方
々
、

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

中学校
１年生

小学校
２年生
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小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

小学校５年生
・中学校１年生

田植え体験

　

５
月
３１
日（
金
）に
幼
稚
園
児
、

６
月
５
日
（
水
）
に
小
学
校
２
年

生
が
芋
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
一
生

懸
命
お
芋
を
植
え
、
お
芋
が
大

き
く
な
る
お
ま
じ
な
い
も
行
い
、

秋
の
収
穫
を
待
つ
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

そ
の
後
、
お
弁
当
を
食
べ
て
、

生
活
体
験
学
校
前
の
池
で
メ
ダ
カ

や
コ
イ
の
観
察
を
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
、
一
生

懸
命
お
芋
、
お
米
を
育
て
ま
す
。

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園児・小学
２年生楽しい芋

植え体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ケ

岡農業体験

幼稚園・小学校
・中学校　米ケ

岡農業体験
イ ベ

小学校
２年生

小学校
５年生

幼稚園
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ご存じですか。平成２5年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２5年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２5年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２5年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２5年度の間伐事業等の支援制度
県からのお知らせ森林所有者の皆様へ

　施業を集約化し、間伐等をする場合の補助事業　
●造林事業（国庫事業）　下表以外の作業種…再造林、鳥獣害防止施設、下刈、森林作業道等

補助率補助要件等伐採率事業規模作業内容対象林齢作業種

６８％

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②森林施業計画の認定を受けた者、か
つ集約化実施計画の対象森林。
③特措法に基づく特定間伐促進計画の
事業主体に位置付けられた者、かつ
集約化実施計画の対象森林。

　

毅②については、平成２５年度に限る。
毅いずれも事前計画の提出が必要。
　（森林作業道の計画を含む）

３０％

０．１ｈａ以上／施行地
①森林経営計画に基づく場合
森林経営計画ごとに間伐・更新
伐の施行地面積の合計が５ｈ ａ以
上で平均搬出材積が１０裙以上
②森林施業計画又は特定間伐等
促進計画に基づく場合
集約化実施計画ごとに間伐・更新伐のそ
れぞれにおいて施行地面積の合計が５ｈａ
以上で平均搬出材積が１０裙／ｈａ以上

不用木の除去、不良木の
淘汰、搬出集積

～６０年生
※標準伐期齢
の２倍以下
の林齢

間　

伐森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

不用木の除去、不良木の
淘汰、支障木やあばれ木
等の伐倒、搬出集積

～９０年生
更
新
伐

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②森林施業計画の認定を受けた者また
は特措法に基づく特定間伐促進計画
の事業主体に位置付けられた者。

　

毅②については、平成２５年度に限る。

Ａ
規定無

Ｂ１・２
３０％

０．１ｈａ以上／施行地

Ａ：下刈が終了後した人工林
で行う、不用木の除去、
不良木の淘汰

Ｂ１：不良木の淘汰（初回間伐
に限る。）

Ｂ２：育成しようとする樹木の
胸高直径の平均が１８cm
未満の不良木の淘汰

～２５年生
（除伐Ａ・Ｂ１）

林齢制限
なし

（除伐Ｂ２）

除
伐
等

保安林又は
市 町 村 森
林 整 備 計
画に規定す
る公益的機
能が高い森
林（７２％）

その他
（３６％）

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①県・市町村。（ただし、事業主体が自ら所
有する森林以外で森林所有者と締結した場
合、又は寄付や分収契約解除等により公有
林化した森林で実施した場合に限る）
②森林整備法人、森林組合、森林法施行令第
１１条に定める特定非営利活動法人等。（ただ
し、事業主体が自ら所有する森林で実施す
ることを除くこととし、地方公共団体及び
森林所有者と協定を締結した場合に限る）

３０％０．１ｈａ以上／施行地不用木の除去、不良木の
淘汰～６０年生

間　

伐

環
境
林
整
備
事
業

●森林整備加速化・林業再生事業（国庫事業）　下表以外の作業種…路網整備
補助率補助要件等伐採率事業規模作業内容対象林齢作業種

６５％

県及び地域協議会の構成員のうち、下
記の①、②の条件を満たしていること。
①集約化実施計画の対象森林。（事業
主体は集約化実施計画を作成するこ
と）ただし、森林経営計画の認定を受
けた者が、同計画の対象森林におい
て事業実施する場合は、この限りで
ない。
②森林経営計画を策定するよう努める
こと。

３０％

０．１ｈａ以上／施行地

事業を実施する施行地面積の合
計が０．１ｈａ以上で平均搬出材積
が２０裙／ｈａ以上

不用木の除去、不良木の
淘汰、搬出集積

林齢制限
なし間　伐

　お問い合わせ先　　　高知県　林業振興・環境部　林業改革課（間伐担当）　　☎088－821－4602
　　　　　　　　　　安芸林業事務所　　　☎0887－34－1181　　中央東林業事務所　☎0887－53－0655
　　　　　　　　　　嶺北林業振興事務所　☎0887－82－0162　　中央西林業事務所　☎088－893－3612
　　　　　　　　　　須崎林業事務所　　　☎0889－42－2371　　幡多林業事務所　　☎0880－35－5977
■もしくは、お近くの市町村、森林組合までお問い合わせください。

●森林資源再生支援事業(県事業)…造林事業への嵩上げ
補助率補助要件等作業種

22%以内
（造林補助率68%の場合は、合わせて90%となる）

造林補助事業で採択された人工造林及び附帯施設等整備（鳥獣害防止施設等整備）とする。
ただし、シカ被害防護ネットについては、再造林と一体的に実施するものとする。

再　造　林

シカ被害防護ネット

　自分で自分の山を手入れをする場合の補助事業　
●緊急間伐総合支援事業（県事業）●公益林保全整備事業【森林環境税】下表以外の作業種…路網整備（５００～１，５００円／ｍ）　申込先→市町村

補助率補助要件等伐採率事業規模事業名対象林齢作業種

定額
　８０，０００円／ｈａ

保安林又は市町村森林整備計
画に規定する公益的機能が高
い森林で集約化が困難な森林３０％０．１ｈａ以上／施行地

公益林保全整備事業（保育間伐）１１～４５年生
間　伐

定額
１８３，０００円／ｈａ

国庫補助事業の対象となら
ない森林森林整備支援事業（搬出間伐）３１～６０年生

●自伐林家等支援事業（県事業）下表以外の作業種…路網整備（５００～１，５００円/ｍ）、小口素材搬入支援（２，０００～６，０００円/裙）申込先→森林組合
　※小口素材搬入支援については、小数量で出せなかった間伐材を森林組合が森林所有者に代わって回収、販売、精算してくれます。

補助率補助要件等伐採率事業規模事業名対象林齢作業種

定額
　８０，０００円／ｈａ国庫補助事業の対象となら

ない森林３０％０．１ｈａ以上／施行地
森林整備支援事業（切捨間伐）１１年生～

間　伐
定額

１８３，０００円／ｈａ森林整備支援事業（搬出間伐）３１～６０年生

●みどりの環境整備支援交付金（県事業）【森林環境税】…造林事業への嵩上げ
補助率補助要件等対象林齢作業種

定額　５４，０００円／ｈａ除伐Ａ：不用木の除去１１～２５年生
除伐等 定額　３５，０００円／ｈａ除伐Ｂ１：不良木の淘汰（初回間伐）１１～２５年生

定額　３５，０００円／ｈａ除伐Ｂ２：不良木の淘汰（平均胸高直径１８㎝未満）１１～３５年生

再造林及びシカ被害防護施設に対する支援制度再造林及びシカ被害防護施設に対する支援制度再造林及びシカ被害防護施設に対する支援制度再造林及びシカ被害防護施設に対する支援制度再造林及びシカ被害防護施設に対する支援制度
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VOL.132

主な一般会計補正予算

金　　額項　　目

4，800 万円町 道 大 原 ・ 西 ノ 平 線 改 良 工 事 費

3，650 万円町 道 須 川 ・ 久 礼 岩 線 改 良 工 事 費

325 万円津 波 避 難 路 整 備 事 業 費

100 万円津 波 避 難 ビ ル 整 備 事 業 費

6，420 万円奈半利中学校太陽光発電設備・空調設備設置工事費

一般会計補正予算に

2億3,862万円を追加

６月２日に行われた高知県総合防災訓練

津波避難路整備事業、　

津波避難ビル整備事業、　

町道大原・西ノ平線改良工事、

町道須川・久礼岩線改良工事など
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○
平
成　

年
度
決
算
見
込
み

２４

　

各
会
計
に
お
け
る
平
成　

年
度
決

２４

算
見
込
み
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額　

億
２６

２
、
１
３
２
万
円
、
歳
出
総
額　

億
２５

６
、
９
８
８
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
財
源
１
、
６
１
７
万
円

を
差
し
引
き
、
実
質
収
支
額
は
３
、

５
２
６
万
円
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

は
、
歳
入
総
額
６
億
１
、
９
５
９
万

円
、
歳
出
総
額
６
億　

万
円
で
、
実

３３

質
収
支
額
は
１
、
９
２
６
万
円
。
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入
総

額
１
億
２
、
０
１
０
万
円
、
歳
出
総

額
１
億
１
、
７
４
４
万
円
で
、
実
質

収
支
額
は
２
６
５
万
円
。
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額

１
、
１
３
５
万
円
、
歳
出
総
額
１
、

０
２
７
万
円
で
、
実
質
収
支
額
１
、

０
７
万
円
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
は
、
歳
入
総
額
５
、
７
１
１
万

円
、
歳
出
総
額
５
、
６
５
６
万
円
で
、

実
質
収
支
額
は　

万
円
で
あ
る
。

５５

○
住
民
懇
談
会
の
開
催

　

５
月
７
日
か
ら
約
１
カ
月
間
、
町

内　

カ
所
の
集
会
所
等
で
、
今
後
の

１４
町
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
住
民
懇
談

会
を
開
催
し
、
住
民
の
参
加
者
は
延

べ
１
８
２
人
で
あ
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
南
海
地
震
対
策
、
子

育
て
支
援
施
策
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
、
地
域
活
性
化
補
助

金
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
ま
た
、
校
舎

の
太
陽
光
発
電
・
空
調
設
備
や
津
波

避
難
場
所
の
整
備
状
況
な
ど
の
行
政

ど
の
行
政
情
報
を
提
供
し
た
。

　

住
民
か
ら
の
幅
広
い
分
野
で
提
案

さ
れ
た
多
く
の
意
見
等
は
、
十
分
検

討
し
、
今
後
の
行
政
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
高
知
県
総
合
防
災

訓
練
に
つ
い
て

　

去
る
、
６
月
２
日
、
奈

半
利
港
緑
地
公
園
を
中
心

に
県
警
や
自
衛
隊
、
各
地

の
消
防
団
な
ど
計　

機
関

８８

か
ら
約
１
、
１
０
０
人
が

参
加
し
、
高
知
県
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

当
町
も
開
催
地
町
と
し

て
、
「
積
み
土
の
う
訓
練
」

や
「
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

助
救
出
訓
練
」、
「
災
害
医

療
活
動
訓
練
」
な
ど
に
参

加
し
た
。

　

と
り
わ
け
、「
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
助
救
出
訓
練
」、
「
災
害

医
療
活
動
訓
練
」
に
は
当
町
の
自
主

防
災
組
織
や
職
員
が
計
画
、
準
備
段

階
か
ら
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
来
る

べ
き
南
海
地
震
に
備
え
て
貴
重
な
体

験
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
防
災
、減
災
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
充
実
し
て
い

き
た
い
。

　

中
芸
広
域
連
合
関
係

○
消
防
・
救
急

　

管
内
に
お
け
る
平
成　

年
度
の
火

２４

災
発
生
件
数
は
、
２
件
（
安
田
町
１

件
、
田
野
町
１
件
）
で
、
前
年
度
に

比
べ
６
件
の
減
少
。
本
年
度
は
５
月

末
現
在
１
件
（
馬
路
村
１
件
）
発
生

し
て
い
る
。今
後
も
消
防
職
・
団
員
が

協
力
し
、
一
層
の
火
災
予
防
に
努
め

て
い
く
。

○
介
護
保
険

　

介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
に
策
定
し
た
「
第
５
期
介

２４
護
保
険
事
業
計
画
」
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
来
年
度
ま
で
本
事
業
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成　

年
度
の
給
付
実
績
は
、
介

２４

▲多くの人が参加し行われた総合防災訓練

　６月定例会は、６月１３日に開会し、町長からの行政報告の後、報告案件１件、条例案件３

件、契約案件1件、予算案件４件、意見書２件を原案どおり可決し、１４日に閉会した。

　一般質問は５人が登壇し、文化財等観光資源、移住促進策の強化、事務事業執行と職員の

意識、地震・津波対策、給食の食物アレルギー対策などについて執行者の考えをただした。

●平成２５年　第２回定例会（６月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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護
給
付
費
が　

億
８
、
９
７
１
万

１２

円
、
前
年
比
２
％
増
。

　

認
定
審
査
に
つ
い
て
は
、
要
介
護

認
定
者
数
は
月
平
均　

人
で
、
認
定

８２

件
数
は
合
計
９
７
９
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

介
護
保
険
料
の
収
納
に
つ
い
て

は
、
現
年
度
分
の
収
納
率
が　

・
８

９８

％
、
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
が
９
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

○
火
葬
場

　

火
葬
場
業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
の
火
葬
実
績
は
、
２
６
６
件

２４と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
管

内
が
１
９
９
件
、
管
外
が　

件
と

６７

な
っ
て
お
り
、
管
外
か
ら
の
利
用
は

約　

％
と
な
っ
て
い
る
。

２５
○
保
健
福
祉

　

保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て
は
、
業

務
を
広
域
化
し
て
５
年
目
を
迎
え
た
。

国
で
は
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
制

度
の
導
入
、
が
ん
対
策
、
自
殺
対
策
、

肝
炎
対
策
、
虐
待
防
止
対
策
な
ど
に

関
す
る
法
の
整
備
等
、
地
域
に
お
け

る
保
健
師
の
保
健
活
動
は
大
き
く
変

化
し
て
き
た
。
多
様
化
、
高
度
化
す

る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

地
域
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
の
一
層
の
強
化
に
取
り

組
み
た
い
。

○
広
域
観
光

　

広
域
観
光
業
務
は
、
中
芸
地
区
に

お
け
る
総
括
的
な
推
進
組
織
と
し

て
、
本
年
４
月
に
中
芸
観
光
協
議
会

が
発
足
し
、
各
種
の
取
り
組
み
や
今

後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
高
齢
者
福
祉
祭

　

平
成　

年　

月
に
「
第　

回
全
国

２５

１０

２６

健
康
福
祉
祭
こ
う
ち
大
会
」、
愛
称

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知

２
０
１
３
」
が
県
内　

市
町
村
を
会

１８

場
に
開
催
さ
れ
る
。中
芸
地
区
で
は
、

５
町
村
の
共
同
開
催
に
よ
る
「
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
」
競
技
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
年
４
月

か
ら
連
合
内
に
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

推
進
課
」
を
設
置
し
、
事
業
の
推
進

に
当
た
る
こ
と
と
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
本
大
会
の
開

２４

催
に
準
じ
た
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

９
月　

日
、　

日
の
２
日
間
で
実
施

２９

３０

す
る
予
定
で
あ
り
、
県
実
行
委
員
会

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的

な
開
催
内
容
等
に
つ
い
て
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

　　
　

議　
　

事　

◆
報
告
事
項

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
か
ら
翌
年

２４

度
へ
の
繰
越
明
許
費
繰
越
総
額
は
、

４
億
８
、
１
７
０
万
円
で
あ
る
。

　

主
な
繰
越
事
業
は
、
農
業
基
盤
整

備
促
進
事
業
４
、
６
０
０
万
円
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
（
道

路
ス
ト
ッ
ク
総
合
点
検
、
町
道
大
原

西
ノ
平
線
、
町
道
須
川
久
礼
岩
線
、

通
学
路
安
全
対
策
工
事
）
５
、
４
４

８
万
円
、
津
波
避
難
ビ
ル
、
津
波
避

難
タ
ワ
ー
、
津
波
避
難
路
の
各
整
備

事
業
に
２
億
７
、
８
５
０
万
円
、
住

宅
耐
震
化
促
進
事
業
３
、
１
７
７
万

円
、
太
陽
光
発
電
・
空
調
設
備
工
事

５
、
７
５
３
万
円
（
奈
半
利
小
学
校

４
、
２
２
１
万
円
、
加
領
郷
小
学
校

１
、
８
２
４
万
円
）
な
ど
で
あ
る
。

※
繰
越
明
許
費
と
は

　

歳
出
予
算
の
経
費
で
、
予
算
成
立
後

の
事
由
に
基
づ
き
、
年
度
内
に
そ
の
支

出
が
終
わ
る
見
込
み
が
な
く
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
経
費

◆
条
例

○
奈
半
利
町
職
員
の
給
与
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
防
災
、

減
災
事
業
に
取
り
組
む
必
要
性
、
ま

た
、
長
引
く
景
気
低
迷
を
受
け
地
域

経
済
活
性
化
事
業
を
行
う
必
要
性
か

ら
一
層
の
支
出
削
減
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
職
員
及
び
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
者
の
人
件
費
を
削
減
す
る

も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例

　

職
員
の
給
与
と
同
様
に
防
災
・
減

災
事
業
及
び
地
域
の
活
性
化
事
業
へ

の
取
り
組
み
の
必
要
性
か
ら
財
源
確

保
の
た
め
、
議
会
の
議
員
の
報
酬
を

削
減
す
る
も
の
。

　

提
出
者　

前
田　

勝
亀　

議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
に

民
生
委
員
推
薦
会
委
員
を
加
え
る
と

と
も
に
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
の

報
酬
額
を
変
更
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
補
正
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
総
額
に
２
億
３
、
８
６

２
万
円
を
追
加
し
、
総
額　

億
２
、

２４

６
６
２
万
円
と
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

（
補
正
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
総
額
か
ら
１
４
７
万
円

を
減
額
し
、
総
額
５
億
９
、
３
２
８

万
円
と
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

（
補
正
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
総
額
か
ら
３
８
０
万
円

を
減
額
し
、
総
額
１
億
２
、
９
３
５
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万
円
と
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

（
補
正
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
総
額
か
ら　

万
円
を
減

１３

額
し
、
総
額
１
、
０
５
７
万
円
と
す

る
も
の
。

◆
意
見
書

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
）
交
渉
参
加
に
反
対
す

る
意
見
書

　

提
出
者　

山
中　

茂　

議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁
止
の

た
め
の
決
断
と
行
動
を
求
め
る
意

見
書

　

提
出
者　

中
川　

和
明　

議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

 

 　

委
員
会
の
所
管
す
る
地
域
振
興
課

か
ら
調
査
事
件
の
経
過
・
状
況
等
の

説
明
及
び
報
告
を
受
け
協
議
を
行
っ

た
。

○
調
査
事
件

　

活
餌
運
搬
船
・
蓄
養
個
割
施
設

○
調
査
概
要

　

高
知
県
水
産
業
総
合
支
援
事
業
に

よ
り
導
入
さ
れ
た
活
餌
運
搬
船
（
加

領
郷
丸
）・
蓄
養
個
割
施
設
に
つ
い
て

は
、
海
況
の
変
化
か
ら
か
近
海
へ
の

鰹
の
回
遊
が
激
減
し
、
漁
場
が
遠
洋

と
な
っ
た
た
め
、
実
質
、
稼
働
し
て

い
た
期
間
は
２
カ
年
余
り
で
あ
っ

た
。
現
在
に
至
っ
て
は
、
老
朽
化
が

著
し
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

な
っ
た
。

　

活
餌
運
搬
船
・
蓄
養
個
割
施
設
は
、

加
領
郷
漁
協（
現
・
高
知
県
漁
協
加
領

郷
支
所
）
と
指
定
管
理
協
定
を
結
ん

で
い
る
が
本
年
６
月
末
を
も
っ
て
満

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

（
６
月
６
日
）

了
と
な
る
。

　

今
後
も
奈
半
利
町
に
お
い
て
活
用

さ
れ
る
見
込
み
は
薄
く
、
維
持
経
費

等
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
他
に
お
い

て
の
活
用
方
法
を
模
索
し
つ
つ
も
処

分
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 　

委
員
会
の
所
管
す
る
総
務
課
、
教

育
委
員
会
か
ら
調
査
事
件
の
経
過
・

状
況
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協

議
を
行
っ
た
。

○
調
査
事
件

　

津
波
避
難
対
策
に
つ
い
て

○
調
査
概
要

①
被
害
想
定

　

奈
半
利
町
で
想
定
さ
れ
る
津
波
被

害
に
つ
い
て
は
、地
震
発
生
か
ら　
３０

㎝ 
程
度
の
津
波
が
到
達
す
る
ま
で
の

時
間
は
、地
域
に
よ
り
８
分
か
ら　
５６

分
。津
波
の
浸
水
深
に
つ
い
て
は
、地

域
に
よ
り
１
ｍ
か
ら
８
ｍ
。各
地
域

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　

（
６
月
６
日
）

で
の
最
高
浸
水
深
到
達
時
間
は
、　４７

分
か
ら　

分
で
あ
る
。
建
物
被
害
に

５６

つ
い
て
は
、
２
、０
０
０
棟
、
人
的
被

害
は
、
６
６
０
人
（
死
亡
者
）
と
さ
れ

る
。し
か
し
耐
震
整
備
が
進
め
ば
相

当
数
の
被
害
が
抑
制
可
能
で
あ
る
。

②
津
波
避
難
タ
ワ
ー

　

今
後
、
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
平
松
、
横
町
、

上
長
田
、
樋
ノ
口
の
４
地
区
に
３
〜

６
号
の
避
難
タ
ワ
ー
が
整
備
予
定
で

あ
る
。
７
号
避
難
タ

ワ
ー
ま
で
の
計
画
が

あ
る
。

③
津
波
避
難
ビ
ル

　

町
営
住
宅
な
ど
４

棟
の
町
営
施
設
が
津

波
避
難
ビ
ル
と
し
て

整
備
さ
れ
る
。

④
避
難
誘
導
灯

　

夜
間
に
お
け
る
津

波
避
難
対
策
と
し
て

　

基
の
津
波
避
難
誘

９０導
灯
が
整
備
さ
れ

る
。

⑤
避
難
路

　

加
領
郷
地
区
、
法

恩
寺
地
区
、
六
本
松
地
区
、
百
石
地

区
、
横
町
地
区
の
５
地
区
に
お
い
て

８
カ
所
の
避
難
路
が
整
備
さ
れ
る
。

⑥
防
災
拠
点
施
設

　

津
波
被
害
区
域
外
に
防
災
拠
点
施

設
及
び
非
常
電
源
装
置
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

⑦
消
防
団
の
機
能
強
化

　

消
防
第
一
分
団
屯
所
に
新
し
く
消

防
ポ
ン
プ
車
を
導
入
し
た
。

⑧
ヘ
リ
ポ
ー
ト

　

津
波
被
害
区
域
外
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
整
備
を
行
う
。
現
在
、
用
地
交
渉

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▲整備が進む津波対策施設

　（学校屋上に避難できるよう取付けられた階段）



滑　議会だより　VOL.13211

問　

奈
半
利
町
史
考
、
奈
半
利
町
史
に

よ
る
と
、
江
戸
時
代
に
海
岸
段
丘
に
お

い
て
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

そ
れ
が
現
在
の
西
の
平
、
六
反
地
、
原

田
、
大
佐
手
、
久
礼
岩
、
須
川
、
川
尻
、

十
市
等
の
集
落
で
あ
る
。

　

原
田
の
奥
山
に
は
、
高
さ
５
尺
、
長

さ　

丁
の
猪
の
害
に
備
え
た
開
発
当
時

３０
の
石
垣
、
土
塀
が
残
っ
て
い
る
。

　

新
田
開
発
に
は
多
く
の
農
民
が
鍬
一

丁
で
、
血
の
出
る
よ
う
な
作
業
が
繰
り

返
さ
れ
、
や
っ
と
田
畑
が
完
成
し
た

ら
、
今
度
は
猪
の
食
害
で
、
ま
た
猪
囲

い
の
大
き
な
仕
事
が
待
っ
て
い
た
。
先

人
の
築
い
た
猪
囲
い
は
、
ま
さ
に
奈
半

利
町
の
長
城
で
あ
る
と
思
う
。

　

４
月
、
な
は
り
浦
の
会
か
ら
、「
原
田

の
猪
囲
い
の
調
査
研
究
（
高
知
大
生
卒

業
論
文
の
た
め
）
を
し
た
い
の
で
、
ぜ

ひ
現
地
を
案
内
し
て
く
だ
さ
る
方
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
依
頼
が
あ
り
、

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
猪
囲
い
の

こ
と
は
、
昔
か
ら
話
は
聞
い
て
い
た

し
、
子
ど
も
の
時
か
ら
よ
く
行
っ
た
こ

と
も
あ
る
。

　

５
月
３
日
、
現
地
を
確
認
し
た
高
知

大
学
の
先
生
に
は
「
よ
く
今
日
ま
で

残
っ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
完
璧
な
姿
で

残
っ
て
い
る
猪
囲
い
は
、
全
国
的
に
見

て
も
珍
し
い
。
何
と
か
保
全
し
、
奈
半

利
町
の
文
化
遺
産
と
し
て
守
っ
て
ほ
し

い
」と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
猪
囲
い
を
町
起
こ
し
の
発
起
薬

に
し
て
は
と
思
う
。
奈
半
利
町
の
憲
法

で
も
あ
る
奈
半
利
町
条
例
に
は
、
ふ
る

さ
と
景
観
条
例
が
あ
る
。
条
例
施
行
か

ら　

年
あ
ま
り
経
過
し
て
い
る
が
、
生

１０
か
し
き
れ
て
い
な
い
。
こ
の
条
例
の
趣

旨
を
基
に
、
奈
半
利
町
の
活
性
化
に
努

め
れ
ば
ど
う
か
。

①
原
田
の
猪
囲
い
を
町
指
定
の
文
化
財

に
②
調
査
保
全
の
予
算
化

③
町
民
を
は
じ
め
、
広
く
広
報
し
、
遺

跡
め
ぐ
り
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
は
。

　

例
え
ば
、
小
・
中
学
校
の
歴
史
の
教

材
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
、
い
ろ
い

ろ
利
活
用
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
先
人
の
築
い
た

猪
囲
い
の
お
か
げ
で
、
今
日
の
山
間
地

域
の
農
業
が
守
ら
れ
て
い
た
と
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

去
る
５
月　

日
、　

日
に
は
町
長
を

１７

２４

は
じ
め
、
町
執
行
部
の
方
々
に
は
猪
囲

い
の
調
査
の
た
め
の
草
刈
り
等
に
汗
を

流
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

学
習
活
動
の
教
材
と
し
た　

答　

田
中
教
育
次
長

　

①
保
護
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て

は
、奈
半
利
町
文
化
財
保
護
条
例
第
６

条
第
１
項
で「
教
育
委
員
会
は
、奈
半
利

町
の
区
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
中
重

要
な
も
の
並
び
に
特
に
価
値
の
高
い
も

の
で
町
が
保
護
し
な
け
れ
ば
衰
亡
す
る

恐
れ
が
あ
る
も
の
を
奈
半
利
町
保
護
文

化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」ま

た
、第
２
項
で「
前
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、あ
ら
か
じ

め
所
有
者
の
意
見
を
聞
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
お

り
、猪
囲
い
の
保
護
文
化
財
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
、所
有

者
の
意
見
や
学
識
者
の
意
見
等

を
聞
く
な
ど
調
査
を
行
い
、奈

半
利
町
文
化
財
調
査
委
員
会
に

諮
問
し
、
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

②
調
査
に
関
し
て
生
じ
る
費

用
に
つ
い
て
は
、
随
時
計
上
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
保
護
文
化
財
と
し
て
の

指
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

奈
半
利
町
の
大
切
な
遺
産
と
し

て
、
小
中
学
校
の
学
習
活
動
の

一
つ
の
教
材
と
し
て
活
用
を
考

え
て
い
る
。

観
光
コ
ー
ス
と
し
て　
　

検
討
し
た
い　

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

③
今
後
、
原
田
の
猪
囲
い
の
調
査
研

究
が
進
む
中
、
人
造
構
造
物
と
し
て
の

評
価
を
得
た
う
え
で
歴
史
的
な
構
造
物

な
ど
の
高
い
評
価
で
価
値
あ
る
も
の
と

し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
、
こ
の
施
設
を

奈
半
利
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

な
ど
に
よ
り
町
内
外
の
方
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
観
光
者
が
観
光
コ
ー
ス

と
し
て
設
定
し
や
す
い
マ
ッ
プ
作
製
な

ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

森岡　昌敏　議員
原田の猪囲いの
保全と利用について
学習活動の教材にしたい／教育次長

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

▲延々と続く石垣《猪囲い》
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本
県
な
ど
中
四
国
地
方
へ
の
移
住

に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
現
在
、
移
住

促
進
に
よ
り
人
口
減
少
の
歯
止
め
や
、

産
業
と
地
域
の
担
い
手
と
な
る
人
材
確

保
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
大
き
な
経
済

効
果
が
見
込
ま
れ
る
中
、
県
が
昨
年
移

住
促
進
に
よ
る
経
済
活
性
化
を
産
業
振

興
計
画
の
テ
ー
マ
に
加
え
、
本
年
度
か

ら
移
住
促
進
策
を
産
振
計
画
の
柱
に
据

え
て
抜
本
強
化
を
図
る
た
め
、
当
初
予

算
案
に
事
業
費
を
計
上
し
、
市
町
村
や

民
間
と
の
連
携
を
強
化
す
る
施
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
当
町
に
お
け
る
施

策
の
移
住
体
験
モ
ニ
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
や
、
平
成　

年
度

２４

ロ
ー
リ
ン
グ
で
見
直
し
さ
れ
、
事
業
年

度
が
平
成　

年
度
と
し
て
い
る
、
移
住

２７

体
験
住
宅
建
設
事
業
の
施
策
な
ど
、
こ

れ
か
ら
県
な
ら
び
に
民
間
と
連
携
し
な

が
ら
、
移
住
促
進
策
の
抜
本
強
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
と
考
え
る
が
、
こ
れ
か
ら

の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
展
開
に
つ
い
て

伺
う
。

 

滞
在
型
市
民
農
園
整
備
事
業
・

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
住
宅
整

備
事
業
な
ど
を
検
討

答　

齊
藤
町
長
・
細
川
地
域
振
興
課
長

　

当
町
で
は
、
移
住
促
進
施
策
と
し
て

平
成　

年
度
よ
り
奈
半
利
町
地
域
活
性

１９

化
協
議
会
を
事
業
主
体
と
し
て
、
教
員

住
宅
の
一
室
を
借
り
て
移
住
体
験
モ
ニ

タ
ー
ハ
ウ
ス
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

移
住
体
験
モ
ニ
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
つ
い

て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
移
住
空

促
進
フ
ェ
ア
等
で
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
実

施
し
、
平
成　

年　

月
に
最
初
の
受
け

１９

１０

入
れ
を
し
て
か
ら
現
在
ま
で　

世
帯
１

８３

８
０
人
の
利
用
実
績
が
あ
る
。

　

利
用
者
の
内
訳
と
し
て
は
、
高
知
市

内
が
２
世
帯
で
残
り
は
全
て
県
外
の
方

の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
利
用
の
目
的

は
定
年
退
職
後
に
田
舎
暮
ら
し
を
考
え

て
い
る
方
を
は
じ
め
、
住
居
、
仕
事
の

環
境
が
整
え
ば
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い

る
方
や
子
ど
も
が
都
会
暮
ら
し
に
適
応

で
き
ず
、
医
師
か
ら
田
舎
へ
の
移
住
を

勧
め
ら
れ
て
い
る
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
時

点
で
は
、
移
住
体
験
を
さ
れ
た
方
で
直

接
移
住
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
高
知
県
が
創
設
し
て
い
る

高
知
県
移
住
促
進
事
業
の
内
容
で
あ
る

市
町
村
支
援
事
業
、
滞
在
型
市
民
農
園

事
業
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
住
宅
改

修
事
業
な
ど
も
検
討
し
、
移
住
促
進
に

向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

岩内　　博　議員
移住促進策の抜本強化は
どう展開する？
移住促進に向け努力したい／町長・地域振興課長

▲老朽化が著しい移住体験モニターハウス（教員住宅）
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前田　勝亀　議員
事務事業の執行と
職員の意識改革について
職員の能力を最大限に引き出すよう取り組む／総務課長

問　

地
方
分
権
改
革
の
な
か
、
地
域
の

自
立
・
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
職

員
の
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

る
。
奈
半
利
町
職
員
人
材
育
成
基
本
方

針
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

執
行
機
関
は
、
条
例
、
予
算
そ
の
他

の
議
会
の
議
決
に
基
づ
く
事
務
及
び
法

令
、
規
則
そ
の
他
の
規
程
に
基
づ
く
事

務
を
自
己
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、

誠
実
に
管
理
し
及
び
執
行
す
る
義
務
を

負
う
、
と
い
う
根
本
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
次
の
こ
と
を
問
う
。

①
昨
年
度
末
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
８
人

退
職
し
、
４
月
か
ら
新
採
職
員
を
含
め

新
体
制
で
事
務
事
業
が
執
行
さ
れ
て
い

る
が
、
課
題
は
な
い
か
。

②
奈
半
利
町
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針

で
、
７
項
目
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

職
員
は
、
こ
の
基
本
方
針
を
十
分
理
解

で
き
て
い
る
か
。
職
員
が
自
発
的
に
取

り
組
む
自
己
啓
発
、
職
場
研
修
、
新
規

採
用
職
員
研
修
な
ど
の
取
り
組
み
、
実

施
状
況
を
聞
く
。

③
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
実
施
し
て

い
る
か
、
そ
し
て
県
・
市
・
町
村
別
の
状

況
を
聞
く
、
ま
た
そ
の
う
ち
、
数
と
し

て
安
芸
郡
の
町
村
の
状
況
を
も
聞
く
。

組
織
と
し
て 

総
合
力
を
高
め
る

　
答　

太
田
総
務
課
長

　

①
昨
年
度
に
退
職
さ
れ
た
方
の
多
く

が
元
幹
部
職
員
で
あ
り
、
住
民
と
の
信

頼
関
係
や
豊
富
な
行
政
経
験
、
専
門
的

知
識
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
４

月
か
ら
の
現
体
制
と
を
比
較
す
れ
ば
、

や
は
り
企
画
立
案
や
問
題
点
の
整
理
、

分
析
、
解
決
方
法
あ
る
い
は
事
務
手
続

き
な
ど
の
処
理
速
度
や
効
率
性
に
お
い

て
は
、
あ
る
程
度
の
差
が
生
じ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
退
職
等
に

よ
り
多
く
の
職
員
が
異
動
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
事
務
事
業
を
停
滞
さ
せ
な

い
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
研
修
等

を
通
じ
、
資
質
の
一
層
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
組
織
と
し
て
は
、
職
員
の
有

す
る
可
能
性
や
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

②
奈
半
利
町
職
員
人
材
育
成
基
本
方

針
は
、
平
成　

年
地
方
公
務
員
法
の
改

１７

正
に
よ
り
「
研
修
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
」
を
定
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
当
町
に
お
い
て
、
平
成　

年
に
定

１９

め
ら
れ
た
。

　

こ
の
指
針
の
基
本
的
な
着
眼
点
は
、

自
己
啓
発
、
職
場
研
修
、
職
場
外
研
修

の
３
点
を
人
材
育
成
の
直
接
的
な
方
法

と
し
て
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
事

管
理
の
制
度
を
職
員
の
能
力
開
発
と
い

う
視
点
か
ら
、
長
期
的
・
計
画
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
と
い
う
点
で
あ

り
、
人
事
管
理
と
人
材
育
成
と
の
連
携

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
よ
う
提
示
さ
れ

て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の

指
針
に
基
づ
き
、
各
種
研
修

に
多
く
の
職
員
を
参
加
さ

せ
、
ま
た
職
場
研
修
と
し
て

「
法
執
務
研
修
」
を
実
施
し

て
い
る
。

　

昨
今
の
地
方
分
権
改
革
の

な
か
、
人
材
育
成
は
も
っ
と

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
住

民
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る

た
め
に
は
、
職
員
が
常
に
目

的
意
識
と
高
い
意
欲
を
持
っ

て
自
ら
の
能
力
開
発
に
務

め
、
ま
た
、
組
織
と
し
て
自

己
啓
発
に
取
り
組
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
職
員
の
支
援

な
ど
、
組
織
と
し
て
総
合
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

③
職
員
を
公
正
に
処
遇
す

る
こ
と
を
目
的
に
平
成　

年
２２

度
「
奈
半
利
町
人
材
育
成
・
人

事
考
課
規
程
」
を
定
め
、
１
年
間
の
試

行
期
間
を
経
て
、
平
成　

年
度
か
ら
人

２３

事
評
価
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　

県
内
市
町
村
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
高
知
県
の
調
査
資
料
に
よ
る
と
平

成　

年
度
で
は　

市
町
村
で
実
施
さ

２３

３１

れ
、
未
実
施
は
３
市
町
村
と
な
っ
て
い

る
。
安
芸
郡
に
お
い
て
は
、
全
て
の
町

村
で
同
様
の
制
度
に
よ
り
人
事
評
価
を

実
施
し
て
い
る
。

▲仕事に励む若い職員
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山中　　茂　議員
伊方原発は
　再稼働を断念すべき
　　　　　　　再稼働すべきでない／町長

問　

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
住
民
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
る
。そ
れ
だ
け
に
地
震
津
波
対
策
は
、

行
政
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
万
全
の
対
策
を
取
れ
ば
、
犠
牲
者

を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
住
宅
耐
震
改
修
工
事
、
避
難
道
の

整
備
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
、
防

災
訓
練
等
、
住
民
と
行
政
と
が
力
を
合

わ
せ
、
万
全
対
策
に
と
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

福
島
原
発
は
収
束
の
め
ど
も
立
た

ず
、
今
も　

万
人
の
人
た
ち
が
避
難
を

１５

強
い
ら
れ
て
い
る
。
四
国
の
伊
方
原
発

は
７
月
再
稼
働
の
申
請
が
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
地
震
に
よ
る
伊
方
原
発
の
事

故
は
十
分
予
測
さ
れ
る
。
事
故
が
起
こ

れ
ば
高
知
県
で
住
む
こ
と
も
で
き
な
く

な
る
。
再
稼
働
は
断
念
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

安
全
の
保
障
が
な
け
れ
ば 

再
稼
働
す
べ
き
で
な
い

答　

齊
藤
町
長

　

福
島
の
被
害
状
況
を
考
え
る
と
、
伊

方
原
発
は
四
国
を
横
断
す
る
中
央
構
造

線
が
真
上
に
あ
り
、
も
し
大
地
震
に
襲

わ
れ
れ
ば
大
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が

高
い
。
そ
の
安
全
性
が
保
障
さ
れ
な
い

か
ぎ
り
、
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。

耐
震
改
修
工
事
・
避
難
道

備
蓄
の
計
画
は

問　

家
屋
耐
震
化
、
避
難
道
の
整
備
が

大
変
遅
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
現
在
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
、
広
域

災
害
と
な
っ
た
場
合
の
備
蓄
計
画
は
。

耐
震
改
修
工
事
・
避
難
道
整

備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

備
蓄
計
画
も
見
直
し
た
い

　
答　

齊
藤
町
長

　

住
宅
耐
震
化
率
は　

％
、
耐
震
化
の

５０

必
要
な
家
屋
は
８
４
４
棟
と
な
っ
て
い

る
が
、　

年
か
ら　

年
ま
で
の
改
修
工

２１

２４

事
実
績
は　

棟
と
大
変
遅
れ
て
い
る
。

１１

命
を
守
る
た

め
、
重
要
な
施

策
な
の
で
、
周

知
方
法
や
内
容

に
つ
い
て
工

夫
、
検
討
を
行

い
、
よ

り

一

層
、
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
た

い
。
避
難
道
の

整
備
は
計
画
的

な
整
備
を
し
て

い
く
予
定
で
あ

り
、
津
波
避
難

誘
導
灯
を
自
主

防
災
組
織
と
の

協
議
を
行
い
、

早
期
に
工
事
発

注
を
行
い
た

い
。
備
蓄
は
、

国
・
県
の
指
針

に
基
づ
き
、
飲
料
水
・
食
料
・
毛
布
な
ど

計
画
的
に
備
蓄
を
行
っ
て
き
た
が
、
県

の
最
終
想
定
で
は
避
難
所
へ
の
避
難
者

数
は
２
、
０
０
０
人
と
想
定
が
出
さ
れ

た
。
町
の
備
蓄
計
画
も
見
直
し
、
計
画

的
に
備
蓄
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
。

弱
者
が
収
容
で
き
る
施
設
を

高
台
に
建
設
す
る
考
え
は

　
問　

避
難
場
所
が
少
な
い
高
齢
者
・
障

害
者
・
乳
幼
児
が
収
容
で
き
る
施
設
と

備
蓄
拠
点
施
設
を
兼
ね
あ
わ
せ
た
も
の

を
高
台
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
検

討
す
る
考
え
は
。

検
討
に
あ
た
い
す
る
整
備

計
画
を
考
え
た
い

答　

齊
藤
町
長

　

本
年
５
月
、
県
が
公
表
し
た
想
定
で

は
、
避
難
所
へ
の
避
難
者
数
は
約
２
、

０
０
０
人
で
あ
り
、
ま
た
災
害
弱
者
の

避
難
施
設
の
具
体
的
な
整
備
計
画
も
策

定
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
、
愛
光
園

周
辺
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
拠
点
施

設
と
避
難
所
施
設
も
考
え
た
施
設
建
設

も
早
急
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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問　

東
京
都
調
布
市
の
市
立
小
で
昨
年

　

月
、
乳
製
品
ア
レ
ル
ギ
ー
の
５
年
生

１２の
女
子
児
童
（　

歳
）
が
給
食
後
に
死

１１

亡
し
た
問
題
に
関
連
し
、
事
故
前
の
２

０
１
１
年
度
と　

年
度
、　

校
あ
る
市

１２

２０

立
小
学
校
で
計　

件
の
給
食
に
よ
る
食

１２

物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
が
あ
り
４
人
が
救

急
搬
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が　

日
、
市

１６

教
育
委
員
会
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

４
人
の
う
ち
１
人
は
大
事
を
と
っ
て
入

院
。
救
急
搬
送
は
５
回
で
、
同
じ
児
童

が
２
回
搬
送
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。　

件
の
事
故
原
因
は
、
ア
レ
ル

１２

ギ
ー
の
あ
る
児
童
を
取
り
違
え
る
な
ど

の
配
食
ミ
ス
が
９
件
と
最
も
多
く
、
市

教
委
は
、「
一
つ
一
つ
を
検
証
し
、
再
発

防
止
に
努
め
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
土
佐
市
の
市
立
保
育
園
と
小

学
校
で
は
３
月
と
５
月
に
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
園
児
や
児
童
に
対
し
、
提

供
し
て
は
な
ら
な
い
食
品
を
誤
っ
て
与

え
る
事
例
が
３
件
相
次
い
で
い
た
こ
と

が
５
月　

日
分
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
園

１６

児
１
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
調
理
師
や
保
育
士
、
担
任
教
員

の
確
認
不
足
が
原
因
。
市
福
祉
事
務
所

な
ど
に
よ
る
と
３
月　

日
、
市
内
保
育

２６

園
で
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
０
歳
の

男
児
に
誤
っ
て
小
麦
入
り
の
パ
ン
を
食

べ
さ
せ
た
。
男
児
が
顔
な
ど
を
か
き
む

し
り
、
顔
や
足
が
赤
く
な
っ
た
た
め
高

知
市
内
の
病
院
に
搬
送
。
容
体
が
安
定

し
た
た
め
翌
日
に
退
院
し
た
と
い
う
。

同
保
育
園
は
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
子
ど

も
の
食
品
対
応
表
を
調
理
室
に
貼
っ

て
、
通
常
は
調
理
員
が
確
認
し
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
日
は
調
理
員
が
パ

ン
の
原
材
料
を
確
認
せ
ず
米
粉
パ
ン
と

思
い
込
み
、
保
育
士
も
食
材
を
確
認
し

な
か
っ
た
。市
は
、
こ
の
事
態
の
後
、
食

材
を
複
数
の
調
理
師
や
保
育
士
で
確
認

す
る
こ
と
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
４
月　

日
市
内
の　

の
保
育
園
に

１７

１２

配
布
し
た
。し
か
し
、
そ
の
２
日
後
、
そ

の
保
育
園
で
卵
と
乳
製
品
に
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
３
歳
男
児
に
卵
と
乳
製
品

入
り
の
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
さ
せ
た
。
幸

い
症
状
は
出
な
か
っ
た
が
複
数
で
の
確

認
を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
守
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
更
に
５
月
８
日
、
市
内

の
小
学
校
で
鶏
肉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
２
年

生
男
児
に
「
さ
さ
み
」
を
提
供
。学
級
で

給
食
を
配
膳
す
る
際
、
誤
っ
て
配
膳
さ

れ
た
。
児
童
は
一
口
食
べ
て
気
づ
き
症

状
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
市
長
は
、
５

月　

日
の
市
議
会
臨
時
会
で
「
市
民
の

１６
信
頼
を
裏
切
る
行
為
。
信
頼
回
復
、
再

発
防
止
に
傾
注
す
る
」と
陳
謝
。関
係
者

の
処
分
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
こ
で
奈
半
利
町
の
給
食
に
お
け
る

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
問
う
。

児
童
の
成
長
に
伴
い
変
化
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
は

　
問　

乳
幼
児
期
に
多
い
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。
０
歳
児
か
ら
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
者
は
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
か
。

保
護
者
と
定
期
的
に 

情
報
の
共
有
を

答　

竹
崎
教
育
長

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
は
、
新

学
期
が
始
ま
る
ま
で
に
保
護
者
に
「
特

別
給
食
（
解
除
）
願
い
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
。
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
場
合
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象

食
品
な
ど
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
へ
の
対

応
を
栄
養
士
、
調
理
員
、
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
で
協
議
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
幼
稚
園
、
学
校
関
係
者
と
も
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
者
は
、
保

育
所
か
ら
中
学
校
ま
で
で　

人
の
対
象

１８

者
が
い
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の

体
制
づ
く
り
、
取
り
組
み
は

問　

調
理
師
や
保
育
士
、
担
当
教
員
な

ど
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の
体
制
づ

く
り
、
ま
た
、
保
護
者
と
情
報
を
共
有

す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
も
重
要
と
考

え
る
が
今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

更
に
安
全
対
策
を
重
ね
る

答　

竹
崎
教
育
長

　

関
係
職
員
の
体
制
に
つ
い
て
は
毎

年
、
夏
休
み
に
「
学
校
給
食
関
係
職
員

研
修
会
」
や
「
学
校
給
食
衛
生
管
理
職

研
究
会
」
な
ど
の
研
修
を
重
ね
、
こ
の

３
月
に
は
国
立
高
知
病
院
副
院
長
を
招

き
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
」
と

題
し
、
集
団
給
食
や
新
入
園
児
へ
の
実

践
的
対
応
法
や
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の

実
践
的
な
対
応
を
学
ぶ
研
修
会
を
保
護

者
や
町
関
係
職
員
、
中
芸
広
域
保
健
福

祉
課
職
員
な
ど
を
対
象
に
行
っ
た
。

　

保
護
者
と
の
体
制
に
つ
い
て
も
学
校

広
報
な
ど
に
力
を
入
れ
、
不
備
な
点
は

な
い
か
更
に
安
全
対
策
を
重
ね
な
が
ら

給
食
を
提
供
し
て
い
く
よ
う
考
え
る
。

中川　和明　議員
給食のアレルギー対策
事故発生防止について聞く
　　保護者と定期的に情報交換を／教育長
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・メールは通行規制が実施された後に送信されることをご了承ください。
・国道55号の通行規制情報は国土交通省奈半利国道出張所（tosaka83@skr.mlit.go.jp）、国道493号の規制情報は高知県安芸土
木事務所（aki-ijikannri@ken3.pref.kochi.lg.jp）から送信しますので迷惑メール設定をしている方は受信可能に設定願います。

・本サービスに基づいて遂行された活動において発生したいかなる損害に対しても一切補償は負いません。
・本サービスはシステム障害、メンテナンス、天変地異その他やむを得ない事由により遅延または中断する場合があります。これに
起因する利用者または第３者が被った被害についても一切補償は負いません。

・頂いたメールアドレスは奈半利国道出張所および安芸土木事務所でEメールにて相互共有しますが、善良な管理をもって保管し、
第３者へ開示・提供することはありません。また通行規制情報提供以外の目的には使用しません。

国道55号（東洋町野根～室戸市佐喜浜町入木）
大雨時の通行止めへのご協力をお願いします
国道55号（東洋町野根～室戸市佐喜浜町入木）
大雨時の通行止めへのご協力をお願いします
国道55号（東洋町野根～室戸市佐喜浜町入木）
大雨時の通行止めへのご協力をお願いします

　下記区間は、大雨の場合落石や土砂崩れの恐れがあるため、通行止めとなります。
　通行止め時にはこの区間内への進入ができません。
　通行止めの解除は、雨がやんでから２時間以上経過し、再び降り出す恐れがなく、パトロールによ
り安全を確認した後となります。ただし、夜間は十分な安全確認ができませんので、翌朝にパトロー
ルを行い安全を確認した後で解除になります。
　皆さまのご協力をお願いします。
◆全面通行止めとなる区間と条件

（通行止め区間）
　・高知県安芸郡東洋町野根字中の谷
　　～高知県室戸市佐喜浜町入木字猪崎（延長：８．９km）
（通行止め条件）
　・連続雨量が２５０mmに達した時
　・パトロールにより危険と思われる時

◆迂回路について
　国土交通省が指定する迂回路はありません。なお、他の道路も大雨による落石や土砂崩れの
危険性もありますので、道路情報を十分に確認してください。

◆道路情報の問い合わせ先
　国道５５号（東洋町～芸西村） 奈半利国道出張所 ☎（０８８７）３８－４４１４
　国道３２・３３・５５・５６号 土佐国道事務所 ☎（０８８）８８４－０３５９
　上記以外の国道、県道 高知県土木部道路課 ☎（０８８）８２３－９８２８
　高速道路 西日本高速道路㈱ ☎（０１２０）－９２４８６３

◆携帯電話での道路情報提供　※降雨状況も確認できます。

i-modei-mode

ｉメニュー
▼

メニューリスト
▼

地域別メニュー
▼
四国
▼

乗換／地図／交通
▼

四国の道路情報

EZwebEZweb

トップメニュー
▼

メニューリスト
▼

地域別情報
▼
四国
▼

交通・旅行
▼

四国地区道路情報

Yahoo!ケータイYahoo!ケータイケータイ
Ｙａｈｏｏ！ケータイ

▼
メニューリスト

▼
地域メニュー

▼
四国
▼

交通・グルメ
▼

道路情報
▼

四国地区道路情報

◆国道通行規制情報のメール配信サービス（高知東部メール倶楽部）について
　国道５５号（東洋町～芸西村）、国道４９３号の通行規制情報をメールで素早くお知らせします。
　「tosaka83@skr.mlit.go.jp」に空メールを送るだけで簡単に高知東部メール倶楽部へ登録できます。

問い合わせ先：国土交通省奈半利国道出張所　☎（０８８７）３８－４４１４

２次元バーコードから
アクセス▼▼▼▼

パソコンでの道路情報
提供▼▼▼▼
http://www.skr.mlit.go.jp/
info/regulate/kyk/its/

登録にあたってのご注意

室戸市

至：徳島市

至：香南市
宍喰温泉

キラメッセ室戸

田野駅屋

大山65

72

62

3

高知県安芸郡東洋町野根

高知県室戸市佐喜浜町入木

Ｌ＝8．9ｋｍ出
奈半利国道出張所
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　税関では、終戦当時に外地から引き揚げて来られた方からお預かりした通貨・証券等をお返ししていま
す。
　お心あたりのある方は、税関までお問い合わせください。

【問い合わせ先】　高知税関支署　高知市桟橋通５－４－55　高知港湾合同庁舎内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話：０８８－８３２－６１３１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０８８－８３２－６１３２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eメール：kobe-kochi@customs.go.jp

　　　　　　　　須崎出張所　　　　　　電話（FAX）：０８８９－４２－０３３３

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/　　詳しくは

保管物件（通貨・証券等）の返還について保管物件（通貨・証券等）の返還について保管物件（通貨・証券等）の返還について

●問い合わせ先　　気象庁高知地方気象台防災業務課　TEL　０８８－８２２－８８８２

８月30日午前０時から『特別警報』の発表を開始します。８月30日午前０時から『特別警報』の発表を開始します。８月30日午前０時から『特別警報』の発表を開始します。
　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重
大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表し
て警戒を呼びかけていました。より甚だしい大雨や
大きな津波等が予想され、重大な災害による危険性
が高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼
び掛けるために、新たに「特別警報」を発表します。特
別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、わが国
の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」の高
潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成23年台

風第12号」の豪雨等が該当します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に
一度しかないような非常に危険な状況にあります。
屋外の状況や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに
命を守るための行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表
される注意報、警報やその他の気象情報を活用して、
早め早めの行動をとることがあなたや家族の命を守
ります。

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災では、
沿岸地域を襲った大津波により甚大な被害が発生
し、多くの尊い命が奪われたことは記憶に新しいと
ころです。
　高知県においても、今後30年以内に南海トラフ地
震が発生する確率が60から70％程度と高まってき
ており、地域ぐるみで備えをしっかりとしておくこ
とが重要です。
　そこで、奈半利町では、毎年８月30日から９月５日
の「高知県南海地震対策推進週間」に合わせて防災訓
練を実施しており、本年度も、津波や土砂災害などを

想定した「県内一斉避難訓練」と初期消火や炊き出し
訓練などの各種訓練を行う「地域のみんなで自主防
災訓練」を実施します。
　地震発生後は、まず身の安全を確保し、揺れがおさ
まったら、ただちに安全な場所へ避難することが重
要です。住民の皆様お一人お一人が訓練を通して、避
難経路や避難場所などを確認し、また、その他地域の
実情に合わせた訓練を実施していただくことで、次
の南海トラフ地震に備えていただきたいと考えてい
ます。
　訓練への積極的な参加をよろしくお願いします。

県内一斉避難訓練県内一斉避難訓練県内一斉避難訓練

法人土地・建物基本調査のお知らせ法人土地・建物基本調査のお知らせ法人土地・建物基本調査のお知らせ

　●問い合わせ先　　高知県土木部　用地対策課
　〒780－8570　高知市丸ノ内１－２－20

　TEL　088－823－9817　FAX　088－823－9136
　E-mail：170301@ken.pref.kochi.lg.jp

　今夏、全国約49万法人を対象に、統計法に基づく
「平成25年法人土地・建物基本調査」が実施されま
す。
　この調査は法人の土地や建物の所有状況などを
調べるもので、結果は土地に関する諸施策の基礎資

料などとして幅広く活用されます。
　調査対象法人には、７月から調査票が郵送されま
すので、９月13日までにご回答をお願いいたしま
す。土地・建物を所有していない場合でもその旨を
ご回答ください。（インターネットによる回答も可）

平成25年９月１日（日）に「県内一斉避難訓練」及び「地域のみんなで自主防災訓練」を行います。

気象庁  特別警報 検 索
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奈半利町地域活性化補助金について奈半利町地域活性化補助金について奈半利町地域活性化補助金について
　この補助金は、地域の主体的な活動を助長し、また、人材を育成することにより、自立したまちづくりの促進を図るため、
地域住民団体、第三セクター等が地域活性化を目的に実施する事業に要する経費について補助金を交付します。

●詳しくは　奈半利町役場地域振興課（TEL 0887ｰ38ｰ8182） ホ－ムペ－ジhttp://www.town.nahari.kochi.jp

国民年金保険料についてのお知らせ国民年金保険料についてのお知らせ国民年金保険料についてのお知らせ

●問い合わせ先　　南国年金事務所　088－864－1111

１．対象事業
　●人材育成事業
　　（地域住民団体等が自主的、主体的な地域づくりの

ために行う地域人材の育成を目的とした事業）
　●伝統文化継承事業
　　（地域に伝わる伝統文化、伝統芸能を継承すること

を目的とし、地域の特色のある文化を活かした取
り組みを継続、発展させるための事業）

　●地域間交流事業
　　（地域住民団体等が自主的、主体的な地域づくりの

ために行う地域内外との交流を目的としたイベン
ト等交流事業）

　●産業振興事業
　　（地域住民団体等が地域資源を活用した産業振興

を目的に主体的な地域づくりを行うための事業）

２．事業実施主体
　●地域住民団体
　●第三セクター、農業協同組合、漁業協同組合
　●町長が補助を必要と認める団体

３．補助対象経費
　●補助限度額は１件５００千円とします。

■国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　平成２５年４月分から平成 26年 3月分までの国民年金
保険料は、月額15,040円です。保険料は、日本年金機構
から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビ
ニで納めることができます。また、クレジットカードによる
納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利
でお得な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに
納めていただけない方に対して、電話、書面、面談により
早期に納めていただくよう案内を行っております。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって
督促を行い、指定された期限までに納付がない場合は、
延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の
財産を差し押さえることがありますので、早めの納付を
お願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免
除される制度や猶予される制度がありますので、町役場

の国民年金窓口へご相談するようお願いします。
　※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する
　　義務を負う配偶者及び世帯主になります。

■国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といっ
た不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎
年金が受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが
困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」が
ありますので、住民登録をしている役場の国民年金担当
窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付け
てあります。
　平成25年度の免除等の受付は平成25年7月1日か
ら開始され、平成25年 7月分から平成26年 6月分ま
での期間を対象として審査を行います。

申込受付期間平成25年8月30日（金）まで

借金で苦しんでいませんか？借金で苦しんでいませんか？借金で苦しんでいませんか？

高知県立消費生活センターで実施する８・９・１３日は、電話相談も実施します。　☎ 088－824－0999

　借金の返済で悩んでいる方を
対象に、弁護士や司法書士による
無料相談を開催します。
　また、「こころの健康相談会」も
同時に開催しますので、返済生活
を送る中で、心身に不調を抱えて
おられる方も、ぜひご相談くださ
い。
　相談することで、問題解決の第
一歩を踏み出しましょう。
　借り入れ・返済に関する資料が
あれば、お持ちください。26 年 6
月分までの期間を対象として審査
を行います。

会　　場日　　時会　　場日　　時

安芸市市民会館
（安芸市矢ノ丸３-１２）

９月１２日㈭
１３：００～１６：００

高知県立消費生活センター
（高知市旭町３−１１５ソーレ２階）
南国市役所
（南国市大埇甲２３０１）

９月８日㈰
１３：００～１６：００

高知県立消費生活センター９月１３日㈮
１７：００～２０：００高知県立消費生活センター９月９日㈪

１３：００～１６：００

高知市消費生活センター

幡多広域消費生活センター
（四万十市立働く婦人の家１階）
（四万十市右山五月町８-２２）

９月１４日㈯
１３：００～１６：００

高知市消費生活センター
（高知市市民生活課）
（高知市本町５-１-４５）

９月１０日㈫
１７：００～２０：００

ハローワーク高知
（高知市大津乙２５３６-６）

９月１１日㈬
１３：００～１６：００

秘密は守られます。ご安心ください。



滑　なはり広報　No.28921

大雨による川の増水にご注意！大雨による川の増水にご注意！大雨による川の増水にご注意！
■大雨による奈半利川の水の増え方
　今年もまもなく梅雨入り・前線の通過・台風を迎え
る時期となり奈半利川流域でも集中豪雨が頻繁に発
生し川が増水します。
　下流域が晴れていても、上流域での集中豪雨により
急激な増水が下流域で発生することがあります。
　反対に上流域で雨が降らなくとも下流域の雨だけ
で川が増水することもあります。

■上流域で増水した時のダムの運用
　上流域で大雨が降った場合、魚梁瀬ダム・久木ダム・
平鍋ダムには大量の水が流れ込み、この増水をダムか
ら流すことがあります。
　ダムから水を流し始める時は、ダム下流の皆さんに
サイレン局の放送とサイレンでお知らせします。この
際、下流に向け順にパトロールも行っています。

■流域の皆さんへのお知らせの方法
○増水によるダムからの水が到達する時：スピーカー放送とサイレン
　増水によるダムからの水は徐々に下流へ到達しますが、水が到達する前にサイレン局のスピーカーで放
送した後、引き続きサイレンを２回鳴らしてお知らせします（下図）。

○増水によるダムからの水が続いている期間：回転灯と電光板
　ダムから増水を流している間はサイレン局の回転灯が回り続け電光板でも表示します。終了した際は、回
転灯・電光板を停止します。

スピーカー
放送

サイレン
（６０秒）

サイレン
（６０秒）

休止
（3０秒）

●問い合わせ先　　電源開発株式会社　高知電力所　　TEL　０８８７－３８－４００３
※　日常の発電使用水量などのお問い合わせ：「電源開発テレホンサービス」にお電話ください。

TEL　０１２０－７８０３２８（フリーダイヤル）、またはTEL　０８８７－３８－２５２５
（ナハリノミズハ？）

「国勢調査」をかたる不審な電話にご注意ください！！「国勢調査」をかたる不審な電話にご注意ください！！「国勢調査」をかたる不審な電話にご注意ください！！
　２月から３月にかけて、石川県、和歌山県、山口県において、国勢調査をかたって個人情報を聞き出す事案
が発生しました。４月以降、高知県内でも同様の不審な電話があったという情報が寄せられ、このような事
案は全国に広がっています。

■町民の皆様へ
　国勢調査での電話による問い合わせは現在実施し
ておりません。　
　国勢調査をかたって、家族構成、年齢、収入などを電
話で聞き出そうとすることは不正行為ですので、回答
されないようお願いします。　
　統計調査をかたる不審な電話や訪問がありました
ら、県庁統計課や奈半利町総務課までお知らせくださ
い。

■参考
　「かたり調査」とは、国勢調査などの統計調査を装
い、世帯の情報を電話等で聞き出す不正行為のことで
す。　このような行為に対して、統計法では罰則規定
を定めています。
　なお、平成２５年４月現在、国勢調査は行われていま
せん。（前回調査：平成２２年１０月１日現在で実施済み。）
　次回は、平成２７年１０月１日現在で行われる予定です。

飼い犬・飼い猫についてのお知らせ飼い犬・飼い猫についてのお知らせ飼い犬・飼い猫についてのお知らせ
■平成２４年１０月１日から、飼い犬・飼い猫の引き取りが
　有料になりました。
　犬・猫のみだりな繁殖防止等、飼い主の責任を徹底し、
安易な飼養放棄を防止するため、飼い主からの犬・猫引
き取り時に、手数料が必要となります。
　生後９１日以上の犬または猫１頭(匹)につき　２，０００円
　生後９０日以下の犬または猫１頭(匹)につき　   ４００円
※引き取り手数料は、銀行にあります高知県収入証紙で納めてください。

■ペットを捨てることは「犯罪」です。
　ペットの遺棄は最高５０万円の罰金が科せられます。
　捨てられた動物は、事故にあったり病気になったりする
可能性が高いため、安易に捨てないようにしてください。

■犬の離し飼いは禁止です ！
　散歩中に犬を放し、子どもが追いかけられ、噛まれる
事故が起きました。
　犬の離し飼いは近隣の迷惑になるので、必ずつないで
飼育してください。
　県の条例で、飼い主は犬を係留する義務があり、違反
すると３万円以下の罰金または科料に処されます。

■猫による迷惑を防ぎましょう ！
　猫による糞尿等の被害や苦情が増えてきています。飼
い主の方は排便のしつけ、野良猫にむやみに餌を与え
ず、食べ終わったらすぐ片付けるようにするなど、近隣の
人たちに迷惑をかけないようにしましょう。

　●詳しくは住民福祉課または安芸福祉保健所までお問い合わせください。
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奈半利町読書活動支援員よりお知らせ　奈半利町読書活動支援員よりお知らせ　奈半利町読書活動支援員よりお知らせ　

　皆さんは町民会館に図書室があるのは知っていま
すか？
　本を読むと、そこに人生のヒントを見つけたり、本
に親しむことで、いろいろな感情を学び、人生が豊か
になるなどいろんな効果があるといわれています。
　そんな本と出合う図書室へ是非お越しください。

　町民会館図書室では「新刊コーナー」や県立図書
館と連携して「県立図書コーナー」を設置するなど、
本の充実に努めております。
　高知県内の図書館にある本であれば取り寄せも可
能ですので、お気軽に声をかけてください。

　
　てとてとてとて 浜田　桂子
　おごたてませんように くすのきしげのり
　もったいないばあさん 真珠まりこ
　わすれんぼうにかんぱい！ 宮川　ひろ
　わたしのいちばんあのこの1ばん アンソン・ウォルチ
　
　川の光 松浦　寿輝
　モモ ミヒャエル・エンデ
　カラフル 森　　絵都
　二分間の冒険 岡田　　淳
　十歳のきみへ－九十五歳のわたしから 田野原重明

今回は夏休みの時期ということもあり、小学生の読書感想文に
おすすめの本を選んでみました。ぜひ参考にしてください。

☆こちらの本は県立図書館より取り寄せ、借りることができますので、
　町民会館図書室の読書活動支援員にご相談ください☆

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ

平成２５年度『自衛官募集』案内
来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ

平成２５年度『自衛官募集』案内
来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ

平成２５年度『自衛官募集』案内

詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。
 安芸市本町３丁目１１－５（Smile Aki前２Ｆ） 　 ☎ ０８８７－３５－２７４９
        ＵＲＬ          http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　
　　  携帯サイト　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

≪ 低学年向け ≫

≪ 高学年向け ≫

高卒（見込み）21歳未満の者

18歳以上 27歳未満の者

高卒（見込み )21 歳未満の者

高卒（見込み）
　24歳未満の者（男子も可）

高卒（見込み）
　24歳未満の者（男子も可）

8月1日～9月6日
8月1日～9月6日
8月1日～9月15日
8月1日～9月6日
9月5日～9月9日
9月5日～9月9日
9月5日～9月30日
26年1月22日～1月31日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

航　空　学　生
一般曹候補生

男子
女子
推薦

総合選抜
一般前期
一般後期

自衛官候補生

防衛大学校

防衛医科大学校
医学学科学生

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官コース）

募　集　種　目 受　付　期　間 試　験　日資　　格
１次　9月21日(土)
１次　９月16日(月)
 ９月16日(月)
 9月24日(火)
 9月28日(土)･29日(日)
１次　9月28日(土)
１次　11月9日(土)･10日(日)
１次　26年3月1日(土)

１次　11月2日(土)・3日(日)

１次　10月19日(土)
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国際交流員
It’s getting bloody hot, hey?

イッツ・ゲティン・ブラディ・ホット・エイ？（オーストラリア英語で「暑くなってるなぁ」）
bloodyの本来の意味が「血だらけ」ですが、形容詞の前につけると、「本当に・・・」という意味を示します。

原稿を書いている今、ちょうど梅雨の最中です。奈半利町では梅雨でイライラしている方は多いと思いますが、
去年まで１５年間にわたっての干ばつに襲われたオーストラリアに、もしも梅雨が起きたとすれば、国民は大喜び
するでしょう。１５年という長い間、私は１年に１～２回しか傘を使わなかったように思います。そのため、自分で傘
を買った覚えは一度もなく、雨の日には家にあるたった1本の傘を誰が持って行くか、家族で言い争って大騒ぎ
になったこともあります！

今回紹介したいのは、オーストラリアで人気のスポーツである「クリケット」です。実は今年の７月中旬から開催さ
れるオーストラリア対イギリスの国際試合シリーズが近づいており、私はそれが待ち遠しくてなりません。クリ
ケットはイギリスで１６世紀に誕生し、１９世紀に大英帝国によって植民地化されたオーストラリア、インド、南アフ
リカなどに導入され、各植民地において人気が急速に高まりました。当時オーストラリアでは、イギリスから追放
された囚人たちがオーストラリアのチームを作り、イギリスと激戦を繰り広げていたのは有名な話です。

１８８２年に行われた最初の公式試合シリーズで、イギリスが２勝１敗で勝利しましたが、２級市民として見られ
た囚人を集めたオーストラリアが１勝したことに対して、イギリス国民は「まさか我が帝国があんな犯罪者の集ま
りに負けるとは！」と驚き、母国のチームを強く非難しました。その時点から、オーストラリアとイギリスが互いに最
大のライバルとなり、クリケットは両国の国民にとってオリンピックの次に注目を集めるスポーツ・イベントにな
りました。

さて、クリケットは実際どのようなスポーツなのか、少し説明したいと思います。クリケットでは一方のチームは
打ち（バッティング）、相手のチームはボール投げ（ボウリング）とフィールドで守備をします。フィールドの中央に
は２２ヤードの長方形の草ピッチがあり、その上で試合が行われます。バッティングのチームはできるだけ多くの
点（ランという）を得ようと試み、ボウリングのチームはバッツマン（打者）をアウトにし、攻撃側の得点を抑えよう
とします。バッティングの方法は野球と違い様々な打ち方が認められていて、３６０度どの方向に打っても良いとさ
れています。ボウリングは、肘を曲げずに投球することが規則とされているため、野球のように肘を曲げて投げる
と違反投球となり、相手のチームに１点が入ってしまいます。

クリケットは日本のスポーツで言えば、相撲に似ていると思います。数百年前から盛んなスポーツなため、独特な
ルールや特徴があり、その全てをここに書き切ることはできませんが、一番の魅力といえば試合時間の長さで
す。最も伝統的な「テスト・マッチ・クリケット」という試合形式では各チームが２イニングずつ行い、５日間以内で
勝敗を決します。一日のプレーは午前１１時から開始し、午後６時に中断します。その間には「ランチ」と「ティー・
タイム」の休憩時間も入っています。野球よりもアウトを取ることがとても難しく、相手をあまりアウトにさせてい
ないまま一日が終わってしまう場合も珍しくありません。これがクリケットの好き嫌いをはっきりと分けさせる理
由で、「つまらない」という声もある反面、選手たちの精神力に憧れを抱く熱狂的なファンが多いのも特徴です。

　クリケットのごく一部しか紹介できなかったので
すが、少しでも興味を持っていただけたでしょう
か。

ジェシー・デカートレイ

高さ７１センチメートルの３本の杭（スタンプ）
とそれを上部でつなぐ梁（ベイル）で構成させ
るウィケットと呼ばれる柱状が地面に刺さって
います。クリケットの球がウィケットに当たった
らアウトになります。
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募集内容：警察官Ｂ（大学卒業または卒業見込みを除く３０歳までの方）

採用予定人数：男性２０人程度・女性５人程度

受付期間：8月19日（月）から9月３日（火）まで当日消印有効
第１次試験日時：平成 25年 10月20日（日）午前９時から
第１次試験場所：丸の内高校
説明会：本　部（警察本部講堂）　8月25日（日）午後１時～午後 4 時 30 分

お問い合わせ先

安芸警察署　☎０８８７－３４－０１１０　警察本部警務課　☎０８８－８２６－０１１０　

警 察 官 募 集 中！警 察 官 募 集 中！警 察 官 募 集 中！
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こんに
ちは

　私たちの体は、血管を広げて体内の熱を発散したり、汗をか
いて蒸発させたりして、体温の急激な上昇を防いでいます。し
かし、気温が高くなると体内の熱は発散されにくくなり、湿度
が高くなると汗は蒸発しにくくなります。熱中症は、温度や湿
度の上昇などに体が対応することができず、体内の水分や塩
分などのバランスが崩れたり、体温の調節機能がうまく働か
なくなったりすることが原因で起こります。

熱中症予防のポイント

熱中症を予防しましょう

　夏本番を迎え、熱中症には特に注意が必要です。熱中症は、急速に進行して重症化しや
すく、生命に危険を及ぼすことがあります。熱中症の予防法を正しく知り、健康的に夏を過
ごしましょう。

どうして
起こるの？

・部屋の温度をこまめにチェック！
　（普段過ごす部屋には温度計を置くことをお勧めします。）
・室温２８度を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう！
・のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！
・のどが渇かなくてもこまめに水分補給！
・外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も！　
・無理をせず、適度に休憩を！
・日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づくり！　
・暑くなる日に注意しましょう！
　（環境省が発表する暑さ指数（ＷＢＧＴ）を活用しましょう。）

材料（２人分）

オクラ ５本

ミョウガ ２～３本

カッテージチーズ 大さじ３

かつお節 小袋２/３袋

しょうゆ 小さじ１

らっきょう ５～６個

作り方

①オクラはゆでて、５㎜

くらいの厚さに切る。

ミョウガは薄切りにす

る。らっきょうは粗み

じん切りにする。

②①にかつお節とカッテージ

チーズを入れて、しょうゆで

和える。

夏バテ予防の旬野菜レシピの紹介
オクラとミョウガのチーズ和え

　オクラは独特のぬめりのせいで、好き嫌いがはっきり分かれる食品のようですが、このぬめり
は、ガラクタンやアラバン、ペクチンなどの食物繊維です。これらには、整腸作用やコレステロール
を低下させる働きがあるのは有名です。
　ペクチンは、血糖値の急上昇を抑え、糖尿病予防にも効果があるとされています。
　その他にも、カルシウム、鉄、カロチン、ビタミンＣを含んでいて、栄養価も高く、夏バテ解消には
もってこいの食品です。



　野球部は安芸市営球場、卓球部は安芸市民体育館、
バスケットボール部は県立室戸体育館を会場にして、
安芸地区夏季体育大会が開催されました。
　結果は、次のとおりです。
　保護者の皆様、地域の皆様、応援ありがとうござい
ました。
　野球▶１回戦　対田野中学校　４－０　●
　バスケ女子▶１回戦　対県立安芸中　５１－４０　●
　卓球▶団体　総当たり戦　●　　
　　　　個人　桃田　平（３年）　１回戦　●
　　　　　　　廣末優斗（３年）　２回戦　●
　　　　　　　岳本　心（３年）ベスト８　県体出場

　 毎年恒例の三者会を奈半利中学校体育館で開催しました。当日は、
生徒・保護者・教職員の三者が、それぞれの立場で意見を述べ合い、今
以上に素晴らしい奈半利中学校を創り上げていくために、充実した話
し合いを行うことができました。
　保護者の皆様、来賓の皆様、お休みのところ、ご来校くださりありが
とうございました。

　将来の教員をめざし、６月３日（月）～６月２１日（金）にかけて、奈半利中
学校の卒業生である矢田夏子先生が教育実習においでてくれました。３
週間という短い間でしたが、専門である音楽を全校生徒に優しく教え
てくれました。
　矢田夏子先生、本当にありがとうございました。お世話になりました。

　野球部、バスケットボール部は馬路中学校、卓球部は田野中学校を会
場にして、中芸地区夏季体育大会が行われました。
　保護者・地域の皆様、早朝より応援ありがとうございました。
　試合結果は、次のとおりです。
　野　球▶準決勝　対　安田中 ８－０　● ３位　
　卓　球▶団体戦　対　田野中　　　 ● ２位
　　　　　個人戦　岳本　心・桃田　平（３年）ベスト１６　郡大会個人戦出場
　　　　　　　　   廣末優斗（３年）ベスト８　郡大会個人戦出場
　バスケ女子▶対　馬路中　９２－４０　● ２位

中芸地区
夏季体育大会
中芸地区
夏季体育大会

教育実習教育実習

安芸地区夏季体育大会安芸地区夏季体育大会

三者会三者会
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